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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第36期
第１四半期
累計期間

第37期
第１四半期
累計期間

第36期

会計期間

自平成24年
３月１日
至平成24年
５月31日

自平成25年
３月１日
至平成25年
５月31日

自平成24年
３月１日
至平成25年
２月28日

売上高（百万円） 70,940 70,264 271,868

経常利益（百万円） 4,805 3,241 14,300

四半期（当期）純利益（百万円） 2,633 1,867 7,599

持分法を適用した場合の投資利益

（百万円）
－ － －

資本金（百万円） 17,658 17,658 17,658

発行済株式総数（千株） 34,682 34,682 34,682

純資産額（百万円） 78,511 84,527 83,192

総資産額（百万円） 251,713 270,513 252,878

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
76.11 53.98 219.61

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
75.91 53.83 219.02

１株当たり配当額（円） － － 32.0

自己資本比率（％） 31.2 31.2 32.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,189 2,369 10,908

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△3,364 △5,267 △14,208

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
3,167 2,958 3,885

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
3,686 3,341 3,280

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1）業績の状況

ホームセンター業界では、生活必需品需要が盛り上がりを欠く中、４月から５月中旬にかけての低温の影響に

より季節品の動きも鈍く、売上は伸び悩みました。今後については、消費者マインドの改善が期待される一方で消

費税率の引上げが見込まれており、不透明な状況が続いております。

この様な状況のもと、当第１四半期累計期間にホームセンター３店舗（神奈川県、愛知県、岡山県）、プロを２

店舗（神奈川県、大阪府）出店した他、ホームセンター１店舗を閉店したため、５月末現在の店舗数は２８２店舗

（うち、プロ３７店舗、ホームストック５８店舗）となりました。

この結果、当第１四半期累計期間の売上高は70,264百万円（前年同四半期比1.0%減）となりました。商品部門

別では、工具、金物・水道用品、日用品などは高い伸びとなりましたが、家庭雑貨、家電関連、文具・事務用品が低

調に推移しました。

売上高が減少したことに加え、売上総利益率が急速な円安進行に伴う仕入原価の上昇等から36.2%と前年同四

半期比0.2ポイント低下したことにより、売上総利益は25,430百万円（前年同四半期比1.6%減）となりました。営

業収入は3,331百万円（前年同四半期比2.3%増）となりましたが、店舗数の増加に伴う人件費、減価償却費などの

増加や新物流センターの稼働開始に伴う備品費の増加から、販売費及び一般管理費が24,677百万円（前年同四半

期比4.3%増）と増加したため、営業利益は4,083百万円（前年同四半期比24.9%減）と減少しました。

経常利益は、営業利益の減少が響き、3,241百万円（前年同四半期比32.5%減）と減少しました。また、四半期純

利益は、1,867百万円（前年同四半期比29.1%減）と減益となりました。

（財政状態の変動状況）

当第１四半期会計期間末の総資産は前期末より17,635百万円増加し、270,513百万円となりました。建物が

7,227百万円、商品及び製品が6,525百万円、売掛金が1,003百万円それぞれ増加したことなどによります。

当第１四半期会計期間末の純資産は84,527百万円で、自己資本比率は前期末より1.7ポイント低下し31.2%とな

りました。

(2）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前期末に比べ61百万円増加し、3,341百万円となりま

した。

当第１四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益が3,273百万円となった他、仕入債務の増加額

7,848百万円などの収入がありましたが、たな卸資産の増加額6,657百万円及び法人税等の支払額2,412百万円

などの支出により、2,369百万円の収入（前年同四半期比99.3%増）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、新規出店等に伴う有形固定資産の取得による支出4,387百万円及び

差入保証金の差入による支出627百万円などにより、5,267百万円の支出（前年同四半期比56.5%増）となりま

した。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、セール・アンド・割賦バックによる収入1,525百万円及び借入金の

純増加額2,675百万円がありましたが、配当金の支払額465百万円の支出等により、2,958百万円の収入（前年同

四半期比6.6%減）となりました。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成25年５月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年７月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 34,682,113 34,682,113
東京・大阪証券取引所

市場第一部

単元株式数は100

株であります。

計 34,682,113 34,682,113 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額(百万円)

資本準備金残
高（百万円）

平成25年３月１日～

平成25年５月31日
－ 34,682,113 － 17,658 － 17,893

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成25年２月28日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成25年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　 　80,300 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 　34,515,700 345,157 同上

単元未満株式 普通株式　　 　86,113 － －

発行済株式総数 34,682,113 － －

総株主の議決権 － 345,157 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,400株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数14個が含まれております。

②【自己株式等】

 平成25年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

コーナン商事株式会社
堺市西区鳳東町４丁401番

地１
80,300 － 80,300 0.23

計 － 80,300 － 80,300 0.23

（注）上記のほか株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が165株あります。

なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の株式数に100株、「単元未満株式」の

株式数に65株を含めております。
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２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第２項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成25年３月１日から平成25年

５月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年３月１日から平成25年５月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政状

態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四

半期連結財務諸表は作成しておりません。

なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準　　　 0.1％

売上高基準　　 0.0％

利益基準　　　 0.5％

利益剰余金基準 0.4％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：百万円）

前事業年度
(平成25年２月28日)

当第１四半期会計期間
(平成25年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,299 3,360

売掛金 3,166 4,169

商品及び製品 63,436 69,961

原材料及び貯蔵品 512 644

繰延税金資産 1,383 1,386

その他 5,150 6,382

貸倒引当金 △151 △161

流動資産合計 76,796 85,743

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 70,006 77,233

土地 29,275 29,238

建設仮勘定 3,628 1,162

その他（純額） 16,802 20,265

有形固定資産合計 119,712 127,900

無形固定資産 4,967 4,994

投資その他の資産

投資有価証券 1,940 1,951

破産更生債権等 134 155

差入保証金 46,549 46,874

その他 2,953 3,092

貸倒引当金 △176 △196

投資その他の資産合計 51,401 51,875

固定資産合計 176,081 184,770

資産合計 252,878 270,513

負債の部

流動負債

買掛金 17,466 25,314

短期借入金 7,000 6,000

1年内返済予定の長期借入金 31,197 30,490

1年内償還予定の社債 625 625

未払法人税等 2,592 1,500

賞与引当金 1,226 1,852

役員賞与引当金 132 33

店舗閉鎖損失引当金 421 416

その他 10,237 13,702

流動負債合計 70,899 79,935
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（単位：百万円）

前事業年度
(平成25年２月28日)

当第１四半期会計期間
(平成25年５月31日)

固定負債

社債 781 625

長期借入金 67,458 71,841

繰延税金負債 740 756

受入保証金 14,222 14,035

資産除去債務 1,851 2,018

その他 13,732 16,773

固定負債合計 98,786 106,050

負債合計 169,685 185,986

純資産の部

株主資本

資本金 17,658 17,658

資本剰余金 17,917 17,917

利益剰余金 47,628 48,943

自己株式 △114 △114

株主資本合計 83,090 84,404

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 100 107

繰延ヘッジ損益 2 15

評価・換算差額等合計 102 122

純資産合計 83,192 84,527

負債純資産合計 252,878 270,513

EDINET提出書類

コーナン商事株式会社(E03273)

四半期報告書

10/16



（２）【四半期損益計算書】
【第１四半期累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年５月31日)

売上高 70,940 70,264

売上原価 45,091 44,834

売上総利益 25,848 25,430

営業収入 3,254 3,331

販売費及び一般管理費 23,667 24,677

営業利益 5,436 4,083

営業外収益

受取利息 35 32

受取事務手数料 15 14

その他 23 17

営業外収益合計 73 63

営業外費用

支払利息 539 539

為替差損 36 248

その他 128 117

営業外費用合計 704 905

経常利益 4,805 3,241

特別利益

受入保証金解約益 58 43

特別利益合計 58 43

特別損失

固定資産除却損 0 10

特別損失合計 0 10

税引前四半期純利益 4,863 3,273

法人税、住民税及び事業税 1,971 1,405

法人税等調整額 257 0

法人税等合計 2,229 1,405

四半期純利益 2,633 1,867
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年５月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成25年３月１日
　至　平成25年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 4,863 3,273

減価償却費 1,710 1,840

のれん償却額 41 41

固定資産除却損 0 10

受取利息及び受取配当金 △35 △32

支払利息 539 539

売上債権の増減額（△は増加） △938 △1,003

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,869 △6,657

仕入債務の増減額（△は減少） 5,640 7,848

その他 111 △582

小計 6,063 5,278

利息及び配当金の受取額 2 1

利息の支払額 △521 △497

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △4,355 △2,412

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,189 2,369

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,514 △4,387

差入保証金の差入による支出 △792 △627

差入保証金の回収による収入 363 333

預り保証金の受入による収入 44 56

預り保証金の返還による支出 △150 △218

その他 △315 △422

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,364 △5,267

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 22,500 7,000

短期借入金の返済による支出 △21,000 △8,000

長期借入れによる収入 9,500 12,000

長期借入金の返済による支出 △8,274 △8,324

リース債務の返済による支出 △54 △101

セール・アンド・割賦バックによる収入 1,522 1,525

割賦債務の返済による支出 △437 △519

社債の償還による支出 △156 △156

配当金の支払額 △432 △465

その他 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,167 2,958

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 991 61

現金及び現金同等物の期首残高 2,695 3,280

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,686

※1
 3,341
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【会計方針の変更等】

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更)

当社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期会計期間より、平成25年３月１日以後に取得した有形固定資産につ

いて、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

なお、これによる当第１四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響は軽微であ

ります。

【注記事項】

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第１四半期累計期間
（自  平成24年３月１日
至  平成24年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自  平成25年３月１日
至  平成25年５月31日）

現金及び預金勘定 3,705百万円 3,360百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △18 △18

現金及び現金同等物 3,686 3,341

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年５月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月24日

定時株主総会
普通株式 484 14.0平成24年２月29日平成24年５月25日利益剰余金

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年５月31日）

配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月30日

定時株主総会
普通株式 553 16.0平成25年２月28日平成25年５月31日利益剰余金

（持分法損益等）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年５月31日）

当社は、小売及びこれに付随する事業を行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成25年３月１日　至　平成25年５月31日）

当社は、小売及びこれに付随する事業を行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年５月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成25年３月１日
至　平成25年５月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 76円11銭 53円98銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 2,633 1,867

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 2,633 1,867

普通株式の期中平均株式数（株） 34,601,866 34,601,663

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 75円91銭 53円83銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（株） 92,900 92,900

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

────── ──────

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

  平成25年７月８日

コーナン商事株式会社  

取締役会　御中   

 有限責任監査法人トーマツ  

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 目細　　実　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 髙﨑　充弘　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているコーナン商事株式

会社の平成25年３月１日から平成26年２月28日までの第37期事業年度の第１四半期会計期間（平成25年３月１日から平

成25年５月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成25年３月１日から平成25年５月31日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、コーナン商事株式会社の平成25年５月31日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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